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電子システムによる申請は、所属長決済まで完了を行った後、事務局が受理して初めて申請完了となります。 

申請締め切り日までに事務局が受理できるようご準備ください。 
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申請内容作
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の準備

訂正指示 
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決裁 決裁 申請 
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【新規申請】 

①https://fukuoka.bvits.com/rinri 倫理システムにアクセスし、ユーザ登録で登録したメールアドレスとパスワードでログインします。 

 

② 申請者メニュー、新規申請の右にある矢印をクリックします。 
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③画面の内容を確認し、事前に準備が必要な該当書類がある場合は、必要書類が整ってから、下の申請基本情報入力へ進む ボタンをクリックします。 

 

 

④次ページからは、申請書に入力する際の記載内容に関する説明です。わからないところは参考にしながら申請書（計画書）を完成させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部の倫理委員会（セントラル IRB 等）へ申請する場合のみ

チェックをしてください。 
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【新規申請入力内容記載例】 

左：医学系研究新規審査申請用画面                  右：入力の際の注意事項とその記載例 

 

申請される研究が、臨床研究法で定義される特定臨床研究にあてはまるかどうかを

知らせる項目になります 

（書面申請の際の“特定臨床研究に係る研究責任者の自己申告書”の代わりとなりま

す。）申請者は責任をもって、入力してください 

 

①本研究を実施するにあたって、企業等からの資金提供があるかどうかを金額によ

らず、選んでください 

“観察研究”の場合は、【該当しない】を選択します 

②利用する医薬品、医療機器、再生医療製品が【未承認】であるかを選択します 

 

 

③利用する医薬品、医療機器、再生医療製品が【適用外】であるかを選択します 

※保険適用できる場合でも、用法・用量外の場合は適用外になります 
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申請先 研究責任者の所属先が申請先となります 

 

試験薬・試験

機器名 

研究に、試験薬や試験機器を使用される場合は、薬や機器の名

称を記載してください。未承認の医薬品/医療機器を使用する研

究の場合、臨床研究法施行以降は特定臨床研究に該当するた

め、当 IRB では審査できません 

研究の種別 ※選択する指針によって、その後の入力項目が変わってきますの

でご注意ください！ 

研究課題名 分かりやすく長すぎない課題名にしてください 

課題名を公表したくない場合は、チェックを外し、公表用の課題名

も入力してください 

研究責任者 【選択】ボタンを押す

と、システムに登録さ

れている研究者のリ

ストが出てきますの

で、選択します 

※リストに名前がない

場合は未登録状態で

すので、ユーザ登録

していただくよう本人

にお伝えください 

所属長 

研究者等（学

内） 

研究者等（学

外） 

本学に在籍しない学外の研究者（社会人大学院生や研究員等）

が本学にて研究を実施する場合に記載してください 

学外研究者はシステム内で管理しておりませんので、【追加】ボタ

ンを押して表示される別窓へ直接入力して追加してください 

研究予定期間 データ収集期間ではなく、研究発表までの期間が望ましい 
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予定研究対

象者数 

当院のみの場合は、全体は空欄に、共同研究の場合は、両方入力

すること 

研究経費 資金源の詳細は正確に入力してください 

医局費にて研究を行う場合もおおよその金額を入力すること 

製薬企業等から資金提供を受けた医薬品等の臨床研究は、特定臨

床研究に該当するため、当 IRB では審査できません。企業から提供

を受けた医局費も該当します。また、労務提供、物品提供のみの場

合は研究資金等の提供に該当しません 

添付資料 審査資料にチェックをつけてください。研究計画書内でグラフやスケ

ジュール、画像を入れたい場合は、別のファイルを作成し、その他に

チェックして内容が分かるように記載してください 

※同意説明文書がある方は、必ずここにチェックしてください 

※主幹機関の研究計画書がある場合は、チェックをしてください 

※研究に係る利益相反自己申告書は紙媒体で提出してください 

ファイルの形式は、エクセル、ワード、パワーポイント、pdf いずれで

も可能です 

研究主幹機関

の有無及び機

関名 

主幹が別機関にある場合、別機関での審査結果を証明する書類（写

し）を添付してください 

準備が間に合わない場合は、事務局までご連絡ください 

連絡先 事務局から、書類上の軽微な修正や研究内容に関して問い合わせ

を行う際に使用します。申請者情報が自動入力されますが、 

申請者が研究内容の問い合わせに対応できない場合は、研究分担

者のうちから１名、問い合わせ担当者を選定し、追加記載（選択）して

ください 

ここまでの入力で、書面申請の際の様式 R１（研究申請書）が自動作成されたことになります。 
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※別紙添付の場合（例） 

 

２． 

研

究

の

実

施

体

制 

１）研究体制 

共同研究機関が多数になる場合、別紙添付でも対応可能です。追加ボタ

ンを押して、ページ左下 ※別紙添付の場合（例）のように記載してくださ

い。（必ず、主幹研究機関から提供を受けた研究実施体制一覧等を添付

してください） 

説明同意文書にも共同研究機関に関する記載が必須です 

※同意説明文書にて記載されているが、共同研究機関での審査が未完

了の場合は“追加”ボタンで表示される別窓の“役割分担の詳細”に（申請

中）と記載してください 

※同意説明文書に記載をしない場合は、“追加”ボタンで表示される別窓

の“役割分担の詳細”に（許可後同意説明文書へ追加）と記載してくださ

い 

２）試料情報の取得について 

・研究目的のために新たに取得する試料・情報を使う場合 

→①に記入 

・通常の診療内で得られた（研究目的でなく）取得された試料・情報を使う

場合 →②に記入 
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３）試料・情報の授受について 

多施設共同研究で、試料・情報の授受がある場合、必須 

・他施設から自施設が取得する場合、【追加】ボタンを押して表示される別

窓から直接入力してください 

 

＊取得の経緯 

例）○○の機関において診療の過程で取得された、○○研究を実施する

過程で取得された 

 

☑当該試料・情報の提供を受けて他のヒトゲノム・遺伝子解析研究に利用

する際は、第５の 15 外部の機関の既存試料・情報の利用の規定の手続

に従う 

※ヒトゲノム・遺伝子解析研究の時は必ずチェックする 
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３. 

目

的 

図表が必要な場合は添付で提出してください 

（ファイルの形式：エクセル、ワード、パワーポイント、pdf） 

以下の項目を適宜含めて、明確に記載をすること 

・本研究で明らかにしようとする問題点 

・問題点の解決に向けて、何をどのように明らかにしたいのか 

・研究の必要性や意義 

・対象群を設定する場合はその根拠 

※主幹機関の計画書を添付する場合は、 

「主幹研究計画書 p.○ ○項目参照」と記載してください 

※参考資料・文献は該当箇所に（番号）をふり、文章末尾に詳細リストを入

力するか、該当箇所の文末に入力してください 

例）～として報告されている。(1) 

例） ～が知られている。（著者名. 論文名. 誌名. 出版年, 巻数, 号

数, はじめのページ－おわりのページ.） 

４． 

研

究

の

背

景

及

び

意

義 

図表が必要な場合は添付で提出してください 

（ファイルの形式：エクセル、ワード、パワーポイント、pdf） 

・先行する研究がある場合は、国内外問わず最新情報の要約を入れる

（対象者、対象疾患、診断・治療法など） 

・対象疾患についての説明（病因、病態・合併症・予後・有病割合・罹患率

などの疫学データ） 

・対象疾患の従来の治療方法とその問題点 

※主幹機関がある場合の記載方法は、3.目的の注意事項参照 

※参考資料・文献がある場合の記載方法は、3.目的の注意事項参照 
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５． 

研

究

の

方

法 

2）選択基準 

【研究対象者】 記載例） 

・当院○○科で心臓カテーテル治療を受けられた方 

・当院での診療に伴い発生した○○の余剰検体が保存されている方 

２）適格基準 

 

 

 

 

 

 

 

選択基準記載例） 

①○○と診断された方 

②同意する時点で 20歳以上の方 

③対象者が未成年の場合は、代諾者による同意が取れる方 

④電話による予後調査にも協力いただける方 

 

除外基準記載例） 

①対象疾患に関する手術歴が既にある方 

②検査時の血液検査の結果が以下の数値の方 

（詳細記載：   ） 

③妊娠中・授乳中の方 

④医師が除外したほうが良いと判断した方 
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５． 

研

究

の

方

法 

３）予定人数 

画面上部にて入力した人数がここへ反映されます 

４）研究方法（文字数制限なし） 

 

５)調査・観察項目 

詳細な項目まですべてもれなく記載 

６）主要・副次評価項目 

主要評価項目は 1 つに絞る 

７）統計解析方法 

記載例） 

2 群間における年齢あるいは性による交絡の存在を考慮し、調整済み

相対リスクは Mantel-Haenszel 法を用いて計算する。調整済み相対リ

スクの 95%信頼区間は Greenland および Robins らの方法に基づい

た分散を用いて計算する。 

記載例） 

本研究は既存情報のみ用いる観察研究であり，研究期間内での実

施可能数として設定した。 

（統計学的な根拠によって設定する場合の記載例） 

本研究の主評価項目である XXXは，曝露群と非曝露群の差を○○

程度あることを確認する必要がある。また，XXX の測定値の標準偏

差は○○程度である事が既存研究で分かっている。このため，エフェ

クトサイズとしては○○となる。α=0.05，β=0.20と設定すると，必要

サンプルサイズは○○人であると算出される。観察期間中の脱落も

想定すると，○○人を研究対象者として設定する。 
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８）試料・情報の種類・量 

 

 

６． 

研究

期間 

 

ここでの入力は、試料・情報の収集期間を入力してください（実際の研

究期間は画面上部に入力箇所があります） 

 

７． 

イ ン

フ ォ

ーム

ド・コ

ン セ

ント 

※口頭同意 

・過去に取得した試料（血液、病理組織）を使用する場合 

・既存試料・情報を他施設へ提供する場合 

※適切な同意 

・新たに要配慮個人情報を取得して研究を実施する場合 

・海外へ試料・情報を提供する場合 

※オプトアウト 

・侵襲・介入がなく、既存情報のみを用いて研究する場合、研究の実施

についての情報を公開し、対象者からの拒否の機会を保障すること 

・原則、口頭同意の場合、死亡・転居・退職により同意が困難な場合の

対象者のみ、オプトアウトができる 

※同意の簡略化 

原則、口頭同意の場合、同意をとることに対して、研究の実施が困難と

IRB で判断された場合、同意を簡略化することができる 

 

 

 

記載例） 

末梢血液（10ml）およびがん患者においては生検または摘出組

織（腫瘍、ただし周辺の正常組織が含まれることもある）および生

年月日、性別、診療情報。 
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７． 

イ ン

フ ォ

ーム

ド・コ

ン セ

ン ト

（ 続

き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）同意の取得方法の詳細 

 

※オプトアウト、簡略化へ入力した項目は情報公開文書となります。 

HP で公開されますので、詳細な研究内容の開示にご注意ください。 

【文書同意】の記載例 

研究分担者は、本研究に先立ち、被験者として適切と思われる者に

対し、本研究について、別添説明文書を用いて十分な説明をする。

その際、質問する機会と研究に参加するか否かを判断するのに、十

分な時間を与える。説明文書を用いた説明の後、本研究への参加

についての判断は被験者本人の自由意思による。参加の有無により

被験者の診断や治療について利益又は不利益になるようなことはな

く、また、一旦同意した後に、同意を取り消すことも可能であり、同意

を取り消したことにより、被験者に不利益になることもない旨、被験者

に十分説明した上で、同意を取得する。 

 被験者本人の自由意思による同意が得られたときは、同意書に被

験者の署名及び同意日を得る。説明を行った医師は、同意書に署

名し、説明日を記入する。 

【口頭同意】の記載例 

本研究では人体から取得された既存試料を用いる研究のため、倫

理指針第 5章 第 12.1(2)より口頭同意を受けて実施する。 

【適切な同意】の記載例 

本研究では新たな要配慮個人情報を取得するため、適切な同意を

受けて実施する。 
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７． 

イ ン

フ ォ

ーム

ド・コ

ン セ

ン ト

（ 続

き） 

 

 

 

 

 

【簡略化が必要な場合】の記載例 

研究対象者が 3 年以上前の悪性腫瘍の患者が 30 例以上であり、

65歳以上の高齢者が大多数であることから、死亡している可能性が

高く、同意を取得して研究を実施することが困難であるため、簡略化

して情報の公開を行う。 

※こちらの記載によって判断されます。 

【オプトアウトの場合】の記載例 

・本研究は既存情報を用いた研究のため、本学医学部のホームペ

ージに情報公開を行い、研究対象者からの拒否の保障を行う。 

 

・本研究は人体から取得された既存試料を用いる研究のため、倫理

指針第 5 章 第 12.1(2)より原則口頭同意を受ける。しかし、死亡・

転居・退職により連絡を取ることが困難である場合は、本学医学部

のホームページに情報公開を行い、研究対象者からの拒否の保障

を行う。 
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７． 

イ ン

フ ォ

ーム

ド・コ

ン セ

ン ト

（ 続

き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）特に倫理的な配慮を必要とする研究参加者への配慮の有無と対応

策 

振戦などでサインが難しい場合など【代諾者等が必要な者を研究対象

者とすることが必要な理由】に記載ください 

16 歳以上 20 歳未満を対象者とする場合は、本人と代諾者による同意

が必要です 

代諾者による同意が必要な場合の記載例） 

 ○○○疾患は小児において発症率が高く、病態を解明するために

は罹患した小児の試料等を用いた検討が欠かせない。被験者の大

部分が未成年者となることが想定され、研究の遂行には代諾者から

インフォームド・コンセントを得ることが前提となる。代諾者は原則とし

て、親権者又は未成年後見人とする。なお、被験者が 16 歳以上の

未成年者である場合には、被験者本人にも本研究について、別添説

明文書を用いて十分な説明をする。その際、質問する機会と研究に

参加するか否かを判断するのに、十分な時間を与える。説明文書を

用いた説明の後、本研究への参加についての判断は代諾者の自由

意思による。参加の有無により被験者の診断や治療について利益又

は不利益になるようなことはなく、また、一旦同意した後に、同意を取

り消すことも可能であり、同意を取り消したことにより、被験者に不利

益になることもない旨、代諾者に十分説明した上で、同意を取得す

る。代諾者の自由意思による同意が得られたときは、同意書に代諾

者の署名及び同意日を得る。説明を行った医師は、同意書に署名

し、説明日を記入する。 
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８． 

個人情報

保護 

１）個人情報の取扱い 

項目を漏れなく選択 

【要配慮個人情報】 

本人の人種、信条、社会的身分、病歴、犯罪の経歴、犯罪により

害を被った事実等を使用する場合。ただし、上記に掲げる情報を

推知させる情報にすぎないものは、要配慮個人情報には含まな

い。 

【個人識別符号】 

①指紋データや顔認識データのような個人の身体の特徴を変換

した符号、②旅券番号や運転免許証番号のような個人に割り当

てられた符号、③ゲノムデータ等を使用する場合 

※ゲノムデータ：細胞から採取されたDNAを構成する塩基の配列

を文字列で表記したもの。例えば下記のようなものが該当 

1.全核ゲノムシークエンス 、 2.全エクソームシークエンス、 

3.全ゲノム一塩基多型（互いに独立な 40 箇所以上の SNP） 

4.9 座位以上の 4 塩基単位の繰り返し配列 

こちらで【要配慮個人情報】【個人識別符号】を“有”にした場合

は、2.研究の実施体制でもチェックを入れてください。 

 

２）他共同研究機関へ提供する個人情報 

項目を漏れなく選択 
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８． 

個人情報

保護 

（続き） 

１）個人情報管理者 

＊人を対象とする医学系研究の場合 

【研究責任者】または【その他】（研究責任者が指名した者）

を選択 

＊ヒトゲノム・遺伝子解析研究の場合、 

【個人情報管理責任者】を選択 

①匿名化 

＊ヒトゲノム・遺伝子解析研究の場合 

【匿名化を実施する者】は“個人情報管理分担者”を選択 

②個人情報（対応表を含む）の保管について 

＊侵襲かつ介入研究の場合：① 

＊ヒトゲノム・遺伝子解析研究の場合：①でなければ② 

例）研究終了後 20年間保管、研究終了後試料を使い切るま

で 

＊多施設共同研究の場合： ①でなければ② 

主幹機関の研究計画書に記載のある個人情報の保管年数

等について記載 

 

 

 

① 

② 
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８ ． 個人

情報保護

（続き） 

【個人情報の管理方法】 

人を対象とする医学系研究の場合： ①又は②、又はその他 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究の場合：③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

③個人情報（対応表を含む）の廃棄について 

【方法】 

人を対象とする医学系研究の場合： ④又はその他 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究の場合：⑤ 

④情報を外部の期間に提供する場合や研究の一部を委託す

る場合の匿名化の方法等の事項 

 

 

【記載例】 

匿名化して他の研究機関に提供する。対応表は提供しな

いため、個人を特定することはできない。 

① 

② 

③ 

④ 
⑤ 
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9. 

予想される

利益お よ

び結果 

１）予想される利益 

＊人を対象とする医学系研究のみ必須 

利益がある場合は内容を記載 

２）予測される結果 

＊ヒトゲノム・遺伝子解析研究のみ必須 

１０． 

負担並び

にリスクと

予想される

危険 

１）負担並びにリスク 

＊人を対象とする医学系研究のみ必須 

研究に参加することにより、被験者に通常診療を超える負担

が生じる場合（患者の自己負担 等）は、ここにその旨を詳

細に記載すること 

２）予測される危険 

＊ヒトゲノム・遺伝子解析研究のみ必須 

 

  

記載例） 

本研究は日常診療による観察研究であるが，●●は研

究目的で実施する。そのため，採血回数が●回増加し，

1回あたりの採血量が●mL増加する。しかし，これらは研

究対象者の症状や治療経過に影響を与えないものと考

えられる。採血時には血管迷走神経反射のリスクがある

が，頻度は低い。 
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１１． 

試料・情報

の保管およ

び廃棄の方

法 

【保管期間】 

介入研究の場合、①必須 

二次利用する予定がある場合は、②必須 

試料・情報にそれぞれ違う保管期間を設定する場合は、“そ

の他”を選択し、詳細を記載 

【保管場所】 

検体・組織標本などを利用する場合は、その保管場所も記

載のこと 

【試料・情報管理者】 

研究責任者または、学内の研究者等を選択 

 

【廃棄時期】 

“研究が中止された場合直ちに廃棄”としたい場合は、“その

他”を選んで、“研究中止後直ちに廃棄”と記載してください 

 

【遺伝情報の安全管理の方法】 

※ヒトゲノム・遺伝子解析研究のみ記載 

 

 

記載例） 福岡大学医学部 ヒトゲノム・遺伝子解析研究

における個人情報の安全管理に対する手順書に従い、遺

伝情報の安全管理に努める。 

① 

② 
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12. 

研究機関

の長への

報告 

有害事象の報告は、侵襲がない場合、後ろ向き研究、ヒ

トゲノム・遺伝子解析研究の場合必要ない 

13. 

研究資金

源等及び

利益相反

に関する

状況 

１）と２）は、画面上部“研究申請書”にて入力された内容

が反映される 

“医局費”を選択の場合も金額が入力必須 

 

５）利益相反に対するマネジメント 

 

 

１４． 

研究に関

する情報

公開の方

法 

該当するもの全てにチェックを入れてください 

臨床研究登録に関するデータベースは、介入研究のとき

必須 

※研究申請書で一度介入を選択すると自動で☑が付き

ます。非介入に変更した場合は、手動でチェックを解除

してください。 

記載例） 福岡大学においては利益相反マネジメント

委員会にて審議され、問題ないと判断されました。 
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１５． 

研究対象

者から の

相談等へ

の対応（ゲ

ノ ム 指針

に従 う 場

合は遺伝

カウンセリ

ング、遺伝

情報の開

示につい

ても含む） 

＊ヒトゲノム・遺伝子解析研究のみ必須 

【カウンセリングの担当施設】 

 

 

 

【担当者名・資格・研修履修等】 

 

 

 

【料金等が発生する場合はその詳細】 

 

 

 

 

【開示の方法】 

例） 福岡大学病院遺伝医療室 

有料の場合の記載例） 

健康保健は適応されず、自費診療となる。 

初回カウンセリング（１時間）は６，０００円＋税。 

例） 担当者名/臨床遺伝専門医 

担当者名/認定遺伝カウンセラー 

開示する場合の記載例） 

本研究は，体細胞において疾患に伴って生じる遺伝子の

構造や発現の変化を解析するも のであり，胚細胞や遺

伝性のあるゲノム変化の解析とは異なる。したがって，遺

伝情報に 相当する解析結果は得られない。なお，遺伝

子多型やエピジェネティックス解析のうち， ゲノムレベル

の解析結果に関して提供者○群の患者様が情報の開示

を希望する場合には， 開示する。なお，今回の解析で

は，対象遺伝子が限定されており，偶発的所見が発生す

る ことは考えにくいが，見出され，医学上有益と判断され

る場合には，試料提供者に問い合わせる。   
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１６． 

緊急かつ明白な

生命の危機の

状況で同意なし

に研究を実施す

る場合・・・ 

“該当する”を選んだ場合、１~４の 4 要件を満たした研究

であると判断する方法・手順について“内容”に記載する

こと 

 

１７． 

研究参加者

への謝金及び

負担軽減費 

 

１８． 

侵襲（軽微を含

む）を伴う研究

の場合・・・ 

侵襲を伴う場合必須 

１９． 

研究によって

生じた健康被

害に対する補

償 

 

記載例）本研究で実施する検査等の中で，○○と○

○は研究責任者が所属する診療科の研究費で賄

う。それ以外は通常の保険診療内で行われるため，

研究に参加することによる研究対象者の費用負担は

発生しない。 

記載例）副作用などの健康障害が生じた場合は、通

常の診療と同様に適切に対処する。この場合の医療

費は、患者の健康保険が使用され、保険制度に定

める一部負担金が生じる。また、この研究で補償金

が支払われることはない。 
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２０． 

通常の診療を超

える医療行為を

伴う・・・ 

通常診療を超える場合必須 

 

 

２１． 

研究の実施に

伴い、研究対

象者の健康、

子孫に受け継

がれる遺伝的

特徴等・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２． 

研究に関する

業務の一部を

委託する場

合、当該業務

内容及び委

託先の監督

方法（契約書

による・・・） 

外部委託機関にとの契約がある場合は、入力画面最下

部にある【その他添付文書】にて添付してください 
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２３． 

試料 ・情

報につい

て同意時

点 で

は・・・・ 

二次利用に関する入力項目です。この項目に入力がな

い場合は、同意書へ二次利用の承認チェックボックスを

設置しても有効とはなりません 

２４． 

モニタリン

グ ・ 監査

の実施体

制・手順 

モニタリングの実施手順書がある場合は、入力画面最下

部の【その他添付文書】の欄からアップしてください 

ファイル形式は問わない 

監査の実施手順書がある場合は、入力画面最下部の

【その他添付文書】の欄からアップしてください 

ファイル形式は問わない 

・医学部におけるモニタリング・監査の流れ 20170301.pdf 

・人を対象とする医学系研究におけるモニタリング・監査を実施する際のリスク評価方法（医学部）改訂 20161005.pdf 

・人を対象とする医学系研究に対するモニタリングおよび監査の手順に関する考え方（医学部）第 3 版 20161005.pdf 

上記モニタリングに関する手順書は 倫理部門ホームページ（https://fukuokaunivcrec.wixsite.com/fucrec/rinri）からご覧いただけます。 

記載例） 

取得した試料、データ等のうち、あらかじめ文書で同意

を得られたものについては、将来別の医学研究に二次

利用する目的で、前述の保存期間を超えて保存す

る。二次利用する試料、データ等は、新たに医学系研

究倫理審査委員会に申請し、研究機関の長の許可を

得て利用する。 

https://drive.google.com/file/d/1-ouAuFV2pd1bDIECI-Hcan6TMXyMPi-U/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1-ouAuFV2pd1bDIECI-Hcan6TMXyMPi-U/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1uc9BpVhDpGsKQGc4Byf-9APbZRa14m_y/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1uc9BpVhDpGsKQGc4Byf-9APbZRa14m_y/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Uul5uOv9bGFQHdI6d0SvYFKntMVcsrxk/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Uul5uOv9bGFQHdI6d0SvYFKntMVcsrxk/view?usp=sharing
https://fukuokaunivcrec.wixsite.com/fucrec/rinri
https://fukuokaunivcrec.wixsite.com/fucrec/rinri
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添付資料 “様式”の表示がない書類については、ひな型

はございません。 

その他添

付資料 

 

※紙媒体でのご提出のお願い 

□ 様式１ 「医学系研究・遺伝子解析研究に係る利益相反」自己申告書 は今まで通り、研究者全員分の紙媒体でのご提出をお願いいたします。（審査機関が違うため） 

□ 様式 1 にて、企業等からの報酬が記載必要な額を超える場合は、その額を証明する証憑等を紙媒体でご提出ください。 

 

画面最下部の 申請 ボタンを押すと、研究責任者履歴書入力画面に進みます。 

 

一時保存して履歴書の入力画面に移動 ボタンを押すと、研究責任者履歴書入力画面に映ります。 
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必要事項に入力をして研究責任者の履歴書を完成させてください。 

 

※「有」の場合の青字の注意書きは他施設所属の研究責任者用コメントですので、学内の責任者の場合は、福岡

大学での“人を対象とする医学系研究のための初回教育講座”の受講の有無を入力してください。 

入力が終わったら、下の ＯＫ ボタンを押します。 

  

 ＯＫ を押してください。 

責任者決裁と所属長決済へ進みます。 
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【申請入力内容に入力忘れや不備があった場合】 

 

 

入力内容に不備がある場合は、左のように該当箇所に赤字で表記され

ますので、訂正して、再度 申請ボタンを押してください。 

 

 

 

責任者決裁→所属長決済（それぞれ責任者と所属長が決済を行います）と進みましたら、事務局で受理前チェックを行います。 

 

入力内容の修正などがありましたら受理前に事務局から画面のようなメールが届きます。 

メール内ＵＲＬをクリックし、申請画面を開いてください。 

 

【この申請書を編集する】の右矢印をクリッ

クすると、編集（修正）ができます。 

 

メールでご連絡した内容を対応いただき、

再度 申請 ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

マイページで研究課題詳細で、審査状況をご覧いただけますので、申請された研究課題の進捗がわかります。 
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【責任者決裁の方法】 

※新規申請入力画面にて、研究責任者として選択された方のみが決済処理できます。 

研究申請者が申請を実行すると、研究責任者のメールアドレス宛に以下のようなメールが届きます。画面の下部にある【申請者決裁 URL】の青字 URL をクリックすると、倫理審査

申請システムの画面が開きます。 

        

 

 

 

ログインを行うと、以下のような画面に遷移します。 “責任者決裁”ボタンを押し、申請内容の詳細を確認

します。 

 

→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

※訂正を指示する場合  

 “申請者に訂正を指示する”にチェックし、指示の内容などを下のボックスに入力しま

す。 

“OK”ボタンを押すと、研究申請者へ指示した内容がメールで送られます。

 

※申請書の申請を許可する場合  

“申請書の提出を許可する”にチェックをして、“OK”ボタンを押します。 

 

決裁した課題は、事務局の手続きに移るので、決裁リスト画面には表示されなくなりま

す。この状態で、研究責任者による決裁完了です。 

 

研究申請者が訂正後、再度決裁願いのメールが届きますので、確認をして、 

決裁に進めてください。 
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【所属長決裁の方法】 

研究責任者が決済を実行すると、研究責任者所属の所属長メールアドレス宛に以下のようなメールが届きます。画面の下部にある【申請者決裁 URL】の青字 URL をクリックすると、

倫理審査申請システムの画面が開きます。 

 

 

所属長に決裁していただきたい研究課題のリストが表示されます。 

決裁又は申請者への修正指示をする際は、 “所属長決済”のボタンをクリックします。 

 

 

→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

※訂正を指示する場合  

申請する研究の詳細を確認して、申請者へ修正を指示する場合は、 

”提出者に訂正を指示する”を選んで、表示される枠にコメントを入力します。 

”OK”ボタンを押すと、研究申請者宛にその内容がメール送信されます。 

 

研究申請者が訂正後、再度決裁願いのメールが届きますので、確認をして、 

決裁に進めてください。 

※申請書の申請を許可する場合  

内容を確認の上、申請を許可する際は、”申請書の提出を許可する”を選択し、”OK”

ボタンを押します。 

 

処理ができたら、画面リストから許可した課題が消えます。これで所属長決済が完了と

なり、事務局受理の手続きに入ります。 

 



1 

 

マニュアル変更履歴 

版数 追加・変更箇所 更新日 

1.0 新規作成 2018.8.27 

1.01 ２．実施体制、８．個人情報保護 の項目での 【要配慮個人情報】説明の追記 2018.11.27 

1.02 ５．８） 漢字間違いの訂正 2019.5.24 

1.03 共同研究機関追加の書き方（共同研究機関が多数になる場合）を追加 2019.7.5 

1.04 情報公開についての注意喚起および記載整備 2019.9.12 

 

 

 

 

 

 

【システムに関する問い合わせ先】  

医学部 医学系研究 生命医療倫理部門 内線：3193 3194 

（9：00～17：00） 


